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Ⅴ．特記事項 

 

○新型コロナウイルス感染症に対する本学の社会貢献 

 本学は令和 2(2020)年年初から国内感染が広がり始めた新型コロナウイルス感染症に対

して、医学部に感染症学のエキスパートが多数在籍していることもあって、社会的な強い

使命感を持って様々な取組みをしている。 

 新型コロナウイルスが広がった中国・武漢市からチャーター便で帰国した日本人のため

に政府が用意した宿泊施設のひとつである税務大学校に、厚生労働省の要請により、令和

2（2020）年 2 月 5日～2月 14日、本学の医師と看護師延べ 15人を派遣、医療サポートを

実施した。 

この支援に前後して、クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス号」の乗客・乗員の医療

支援のために医師、看護師、薬剤師ら、延べ 51 人を 2 月 10 日～22 日にかけて派遣した。

本学が行った業務は①乗客の検体採取 ②新型コロナウイルス陽性者への告知 ③クルー

ズ船の会社と厚生労働省のリエゾン的な調整業務（スタッフの健康管理ならびに衛生習慣

の指導、部屋や浴室の消毒方法の指導） ④現地対策本部における発熱患者のフローの調

整並びに改定 ⑤環境のウイルス特定のための調査の調整と実施‐などである。国際医療

福祉大学熱海病院並びに国際医療福祉大学塩谷病院の災害派遣医療チーム（DMAT）も乗船、

感染予防について連携したほか、採取した検体の PCR 検査も本学成田キャンパスで実施し

た。 

国内の逼迫した医療体制を踏まえ、国際医療福祉大学成田病院について令和 2（2020）

年 4月開院予定を早めて 3月 16日から陰圧設備のある個室病床 46室で、新型コロナウイ

ルスの陽性患者の受入れを開始した。 

 本学は、こうした実践での対応から多くのことを学び、各キャンパスや医療福祉施設で

の感染防止対策をより充実させている。 

本学グループ 6附属病院及び関連病院において、いち早く PCR 検査機器の配置を進め、

新型コロナウイルスに関する PCR検査について 1 日合計 1000 件が検査できる体制を整備。

成田空港検疫所の PCR 検査室にトラブルが発生した際には、本学がバックアップ体制を取

り、100 検体以上を処理した。 

本学グループでは、学生の臨床実習前にグループ内外の医療福祉施設から要請があれば

全員に自己負担なしで PCR 検査をしている。大学院生も教育後援会に加入していれば同様

に自己負担なしで検査を受けられる。また、入院前の全ての患者にも PCR 検査を実施し、

院内感染を徹底的に防止することに努めている。 

新型コロナウイルス感染症の患者の受入れ病床は、成田病院で 71 床に拡張したのをは

じめ各附属病院に整備して、合計 175 床を確保しており、令和 2(2020)年 4 月時点で 400

人以上の患者を受け入れている。 

 ワクチン接種が始まった令和 3(2021)年春からは、グループ病院はもとより、東京港区

の東京赤坂キャンパスにおいても、高齢者ワクチン接種会場を提供している。 

 世界中で蔓延している新型コロナウイルス感染症に対して、今後も医療福祉の総合大学

として、研究・教育・臨床分野の総力を挙げて感染対策に対応していくとともに、収束に

向けて取組みを継続していく。 


